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人のうごき
（平成９年５月１日現在）

世帯数　　　　537戸
男　子　　　　701人
女　子　　　　717人
計　　　 1,418人

Ｈ8.５.1現　1,458（△ 40）
Ｈ7.５.1現　1,518（△100）
Ｈ6.５.1現　1,529（△111）
Ｈ5.５.1現　1,588（△170）
Ｈ4.５.1現　1,650（△232）

最
近
河
辺
村
に
書

道
教
室
が
開
校
さ
れ

三
十
数
名
の
勉
学
意

欲
旺
盛
な
方
々
が
集

わ
れ
た
と
聞
く
、
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
、
ま
た
ひ
と
つ
河

辺
に
文
化
の
華
が
咲
き
ま
す
。
最
近

の
書
は
読
め
な
い
よ
う
な
字
を
書
い

た
方
が
良
い
の
だ
か
ら
と
批
評
さ
れ

る
方
も
あ
り
ま
す
が
、「
読
め
な
い

字
」
で
は
な
く
「
よ
う
読
ま
な
い
字
」

と
言
っ
た
方
が
適
当
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

古
人
の
草
書
、
行
書
を
基
本
と
し

て
展
開
さ
れ
た
書
は
、
鑑
賞
す
る
側

に
、
そ
の
知
識
が
な
け
れ
ば
読
め
ま

せ
ん
。
鑑
賞
力
を
つ
け
る
こ
と
も
書

学
の
目
的
の
一
つ
と
な
る
べ
き
で
し

ょ
う
。

書
道
も
単
に
早
く
、
正
し
く
と
い

う
書
写
能
力
だ
け
が
主
眼
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
情
操
な
き
、
筆
耕
の

技
に
外
な
ら
な
い
。

や
は
り
書
道
の
理
想
は
、
も
っ
と
落

ち
着
い
た
情
操
豊
か
な
姿
で
あ
る
べ

き
か
と
考
え
る
。

「
書
は
文
字
に
対
す
る
古
人
の
叡

知
と
美
的
活
動
に
感
謝
し
、
そ
の
伝

統
を
守
る
愛
情
の
表
現
に
な
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
生
目
標
に
一

致
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。」
と
あ

る
書
家
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
魅

力
あ
る
人
へ
向
け
て
の
精
進
努
力
に

期
待
し
ま
す
。

（
梅
木
）

❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁
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日除山頂付近にて撮影

ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

一
九
九
五
年
七
月
二
十
二
日
夜
で
、
今
か
ら
一
年

十
ケ
月
前
で
す
。
世
紀
の
大
彗
星
と
世
間
を
騒
が

し
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
彗
星
、
み
な
さ
ん
は
ご
覧
に
な

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
彗
星
と
は
、
太
陽
を
焦
点

と
し
て
、
楕
円
・
放
物
線
・
双
曲
線
の
軌
道
を
描

い
て
公
転
す
る
ガ
ス
状
の
天
体
で
、
白
い
尾
を
長

く
ひ
い
て
運
行
し
ま
す
。
別
名
ほ
う
き
ぼ
し
と
呼

ば
れ
、
昔
、
こ
の
星
が
現
れ
る
と
、
よ
く
な
い
こ

と
が
起
こ
る
前
ぶ
れ
と
信
じ
ら
れ
、
疫
病
や
飢
饉
、

戦
争
な
ど
と
も
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ヘ

ー
ル
氏
と
ボ
ッ
プ
氏
が
見
つ
け
た
こ
の
彗
星
を
見

よ
う
と
四
月
二
十
五
日
、
ふ
る
さ
と
公
園
天
望
広

場
に
於
て
観
測
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
期
的
に

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
は
っ
き
り
と
望
遠
鏡

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
併
せ
て
普
段

肉
眼
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
彗
星
の
コ
マ
、

北
斗
七
星
の
三
重
星
も
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
し
た
子
ど
も
達
も
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
彗

星
＝
不
吉
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
を
は
ね
の
け
る
ぐ
ら

い
の
い
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
撮
影
デ
ー
タ

○
撮
影
日
時
　
一
九
九
七
年
三
月
三
十
日

○
露
　
出
　
　
八
分
開
放

○
レ
ン
ズ
　
　
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｈ
Ｆ
Ⅲ

○
撮
影
者
　
　
名
本
一
幸
（
河
中
教
諭
）
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村
議
会
人
事
異
動

議
　
長

長
岡
吉
男
氏

副
議
長

宮
岡
末
光
氏

五
月
二
日
、
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
申
し
合
わ
せ
任
期
満
了
に
伴

い
正
副
議
長
が
改
選
さ
れ
、
議
長

に
長
岡
吉
男
氏
、
副
議
長
に
宮
岡

末
光
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、

田
中
五
月
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。常

任
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
委
員
長
　
　
○
副
委
員
長

※
総
務
民
教
委
員
会

◎
田
中
五
月
　
○
清
水
吉
則

長
岡
吉
男
　
　
梅
木
加
津
子

松
田
純
一

※
産
業
建
設
委
員
会

◎
本
山
清
明
　
○
上
川
勝
利

宮
岡
末
光
　
　
山
本
雅
久

古
野
青
弘

去
る
五
月
二
日
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
前
議
長
の
田
中
五

月
氏
が
、
議
長
の
職
を
辞
任
さ
れ
、

不
尚
私
が
後
任
議
長
に
選
任
い
た

だ
き
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
限
り
な
い
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
推
挙
を
受
け

ま
し
た
か
ら
に
は
、
先
輩
の
方
々

が
残
さ
れ
ま
し
た
功
績
を
汚
す
こ

と
な
く
立
派
な
村
政
を
推
進
す
る

た
め
全
精
力
を
傾
注
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
債
に
依
存
す
る
構
造
的
な
財
政

運
営
か
ら
脱
却
す
べ
く
、
平
成
九

年
を
行
政
改
革
元
年
と
位
置
付
け

し
、
行
財
政
・
医
療
等
の
改
革
を

実
施
し
て
、
健
全
財
政
化
に
努
め

る
べ
く
改
善
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
等
の
減

額
、
補
助
金
の
圧
縮
も
予
想
さ
れ
、

地
方
の
小
さ
な
自
治
体
に
は
多
く

の
影
響
が
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
と
き
、
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
行
政
と
そ
れ
ぞ

れ
の
権
限
を
尊
重
し
、
対
話
と
協

調
に
よ
っ
て
、
全
て
の
村
民
が
夢

と
希
望
を
も
っ
て
、
明
る
く
活
力

あ
る
住
み
良
い
村
づ
く
り
に
、
誠

心
誠
意
努
力
し
な
が
ら
、
村
民
の

付
託
に
応
え
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
、
村
民
各
位
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
長
岡
　
吉
男

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

氏名 源田　恒雄

担当 同 和 教 育

※
社
会
教
育
指
導
員

※
河
辺
郵
便
局

※
中
　
学
　
校

郵政事務官

山崎　裕文

郵政事務官

中野　友和

養護教諭 山本　清香

〔白滝小から〕

教諭　稲田　敦子

〔新谷中から〕

栄養職　山本　ちどり

〔内子中から〕

※
林
　
業
　
課

※
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

氏名　戸井　泰雄

担当　第二地域係

氏名　赤松　寛和



☆
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長

大
森
　
高
知

委
　
　
　
員

和
気
　
　
満

委
　
　
　
員

佐
々
木
一
男

委
　
　
　
員

本
田
八
千
代

☆
公
民
館
運
営
審
議
会

会
　
　
　
長

二
宮
　
　
守

☆
文
化
財
保
護
審
議
会

会
　
　
　
長

向
井
　
　
猛

☆
館
報
編
集
委
員

戸
田
　
薫
明

梅
木
　
良
照

久
保
千
江
子

山
口
　
雄
三

☆
分
　
館
　
長

植
松
分
館
長
　
富
永
　
順
一

坂
本
分
館
長
　
清
水
　
吉
則

大
伍
分
館
長
　
高
橋
　
時
雄

北
平
分
館
長
　
梶
川
　
吉
彦

☆
体
育
指
導
委
員

北
川
　
智
也

塚
野
　
　
靖

真
田
　
耕
志

福
宮
　
　
聖
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新
入
園
児
紹
介

氏
　
名

五
頭
　
龍
翔
（
父
祥
介
）

地
　
区

横
山
中

氏
　
名

松
田
　
千
春
（
父
純
一
）

地
　
区

宮
　
谷

氏
　
名

清
水
　
吉
彦
（
父
吉
則
）

地
　
区
　
三
久
保

氏
　
名
　
本
門
　
　
亮
（
父
哲
也
）

地
　
区
　
出
　
合

将来の夢

ウルトラマン
ティガ

将来の夢

悟　空
（ドラゴンボール）

将来の夢

レッドレーサー
（カーレンジャー）

将来の夢

仮面ライダー

氏
　
名
　
大
野
　
泉
美
（
父
盛
喜
）

地
　
区
　
植
　
松

将来の夢

キューティ
ハニー

氏
　
名
　
徃
見
　
理
奈
（
父
康
範
）

地
　
区
　
下
大
成

将来の夢

花屋さん

氏
　
名
　
山
本
　
大
樹
（
父
五
月
也
）

地
　
区
　
用
の
山

将来の夢

ウルトラマン
タロウ

氏
　
名
　
山
田
　
瑠
美
（
父
俊
一
）

地
　
区
　
長
　
崎

将来の夢

パン屋さん

氏
　
名
　
角
藤
　
菜
々
（
父
隆
志
）

地
　
区
　
出
　
合

将来の夢

セーラームーン
スターズ

役
職
員
紹
介

は
新
任
で
す

几 鼓

委
　
　
　
員
　
谷
本
　
義
隆

☆
行
政
連
絡
協
議
会

委
　
員
　
長
　
五
頭
　
建
市

☆
消
　
防
　
団

団
　
　
　
長
　
谷
本
　
幸
徳

副
　
団
　
長
　
栄
野
　
安
広

第
一
分
団
長
　
松
本
意
思
男

第
二
分
団
長
　
露
内
　
　
進

第
三
分
団
長
　
河
本
　
正
生

第
四
分
団
長
　
本
田
　
　
修

☆
交
通
指
導
員

篠
原
　
絹
栄

藤
田
　
敦
子

片
山
　
　
寛

中
野
　
福
美

☆
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
　
　
長
　
北
川
　
照
正

☆
民
生
児
童
委
員

総
　
　
　
務
　
船
田
　
将
則

☆
観
光
推
進
協
議
会

会
　
　
　
長
　
本
山
　
清
明

☆
婦
　
人
　
会

会
　
　
　
長
　
上
川
千
代
香

副
　
会
　
長
　
大
野
　
安
恵

副
　
会
　
長
　
中
津
　
　
子

☆
青
年
会
議

議
　
　
　
長
　
真
田
　
耕
志

副
　
議
　
長
　
久
保
　
龍
哉

副
　
議
　
長
　
久
保
　
雅
樹

☆
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
　
　
　
長
　
稲
田
　
秀
一

副
　
会
　
長
　
清
水
　
美
孝

副
　
会
　
長
　
中
津
　
寿
子

副
　
会
　
長
　
都
築
　
　
豊

☆
老
人
ク
ラ
ブ

会
　
　
　
長
　
向
井
　
　
猛

植
松
地
区
会
長

向
井
　
　
猛

坂
本
地
区
会
長

有
友
　
幸
寿

大
伍
地
区
会
長

佐
伯
　
範
男

北
平
地
区
会
長

山
本
　
徳
平

☆
校
　
長
　
会

会
　
　
　
長
　
都
築
　
　
豊

☆
教
　
頭
　
会

会
　
　
　
長
　
山
口
　
雄
三

☆
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
増
本
喜
久
男

委
　
　
　
員
　
池
田
　
逸
郎

委
　
　
　
員
　
谷
本
　
幸
徳



去
る
三
月
十
八

日
、
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
大
字
植
松

「
静
霊
苑
」
に
於
て

落
成
式
並
び
に
ふ
る

さ
と
の
宿
に
於
て
祝

賀
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。永

年
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
火
葬
場
静
霊

苑
が
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
、
待

合
ホ
ー
ル
を
備
え
約

二
時
間
で
収
骨
で
き
る
近
代
的
施

設
と
し
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

旧
施
設
は
旧
式
の
火
葬
炉
の
う

え
、
建
物
の
老
朽
化
で
永
い
間
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
七
年
十
一
月
か
ら
宅
地

造
成
に
着
手
し
、
平
成
八
年
五
月

よ
り
静
霊
苑
の
新
築
工
事
及
び
火

葬
炉
工
事
を
着
工
し
、
こ
の
た
び
、

こ
れ
ま
で
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
す
べ
く
、
荘
厳
で
格
調
高
い
デ

ザ
イ
ン
と
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
に
現
代
的
な
感
覚
を
盛
り
込
ん

で
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
火
葬
炉
に
つ
き
ま
し
て

も
無
臭
・
無
煙
・
無
公
害
の
最
新

の
技
術
と
性
能
を
取
り
い
れ
た
近

第 119 号 か　　わ　　べ 平成９年５月25日（4）

待望の静霊苑完成！

代
施
設
と
し
て
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

™

位
　
　
置

河
辺
村
大
字
植
松
一
九

四
五
番
地

™

名
　
　
称

河
辺
村
火
葬
場
静
霊
苑

™

敷
地
面
積

一
三
四
二
・
二
八
平
方

メ
ー
ト
ル

™

建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
二

階
建

™

延
床
面
積

二
二
七
・
六
八
八
平
方メ

ー
ト
ル

™

総
事
業
費

一
億
四
千
八
百
十
万
三
千
円

™

工
　
　
期

平
成
七
年
十
一
月
〜平

成
九
年
三
月

™

施
設
の
内
容

火
葬
炉
一
基
・
待
合
ホ
ー
ル
・

玄
関
ホ
ー
ル
・
炉
前
ホ
ー
ル
・
機

械
室
・
事
務
室
・
霊
灰
塔
・
駐
車

場

火葬場の使用料金は下記のとおりです。

18歳以上

１歳以上18歳未満

１歳未満

村　内　者

７，０００円

６，０００

４，５００

村　外　者

８，０００円

７，０００

５，５００

火 葬 場 使 用 料 金
区　　　分

去
る
五
月
十
六
日
、
公
民
館
主

催
で
小
学
六
年
生
十
三
名
と
、

小
・
中
学
校
の
新
着
任
教
諭
を
対

象
に
、「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
平
成
七
年
度
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
村
内
各
地
の

文
化
財
め
ぐ
り
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
は
、
自
分
達
の
住
ん
で

い
る
地
域
に
関
し
、
再
認
識
し
、

郷
土
を
愛
す
る
心
と
温
か
い
心
の

育
成
、
又
、
先
生
は
、
個
性
豊
か

な
人
間
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

学
校
教
育
の
充
実
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
十
時
四
十
分
に

小
学
校
を
出
発
し
、
ま
ず
、
松
の

久
保
の
コ
ガ
の
木
（
植
松
）
を
見

学
し
、
百
合
谷
―
名
場
連
―
中
居

―
神
納
―
用
の
山
の
順
で
文
化
財

め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
、
百
合
谷
で
は
大
イ
チ
ョ

ウ
、
虚
空
蔵
菩
薩
堂
の
あ
と
、
大

森
豊
氏
所
有
の
大
や
か
ん
の
説
明

を
ご
本
人
か
ら
受
け
、
実
際
に
見

る
だ
け
で
な
く
、
さ
わ
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
児
童
達
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

又
、
中
居
及
び
神
納
に
お
い
て

は
、
佐
伯
範
男
氏
か
ら
、
シ
ラ
カ

シ
、
木
造
延
命
地
蔵
菩
薩
座
像
、

民
俗
資
料
館
の
展
示
物
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

河
辺
村
の
自
然
、
風
土
が
生
ん

だ
文
化
財
に
触
れ
、
河
辺
の
良
さ

を
感
じ
、
み
ん
な
満
足
し
た
よ
う

で
し
た
。
文
化
財
で
い
う
と
県
指

定
の
御
幸
の
橋
が
有
名
で
す
が
、

先
人
の
築
い
た
知
恵
に
驚
か
さ
れ

る
と
同
時
に
、
技
術
の
す
ば
ら
し

さ
に
感
動
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

文
化
は
探
訪
を
し
た
子
ど
も
達
が

築
き
ま
す
。
子
ど
も
達
の
大
き
な

夢
の
発
想
と
創
造
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
達
の
独
創
性
を
育
て
る
よ
う

な
体
験
学
習
を
企
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

説明をうける子どもたち



四
月
十
九
日
、
中
居

の
三
嶋
神
社
に
於
て
第

一
回
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
）を
開
催
し
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と

は
、
自
ら
の
感
覚
を
使

っ
て
全
身
で
自
然
に
溶

け
込
む
活
動
で
、
自
然

に
対
す
る
特
別
な
知
識

や
技
術
を
持
た
な
く
て

も
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、

自
然
と
の
一
体
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
当
日
は
小

中
学
生
等
二
十
名
の
参
加
を
得
、

講
師
に
日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

（5）平成９年５月25日 か　　わ　　べ 第 119 号

去
る
、
四
月
十
三
日
、
四
泊
五

日
の
修
学
旅
行
へ
生
徒
と
共
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
着
任
早
々
で
生

徒
の
名
前
と
顔
が
一
致
せ
ず
、
出

発
前
は
少
々
不
安
で
し
た
。
し
か

し
反
面
、
今
ま
で
小
学
校
勤
務
だ

っ
た
の
で
、
大
阪
京
都
方
面
の
旅

行
は
、
行
く
機
会
が
な
く
、
大
き

な
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。

飛
行
機
を
利
用
し
て
の
修
学
旅

行
に
は
、
驚
き
ま
し
た
が
、
と
て

も
快
適
で
し
た
。
移
動
時
間
の
短

縮
で
、
ゆ
と
り
あ
る
行
程
が
過
ご

せ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
修
学
旅
行
で
一
番
心
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
二
日
目
で
す
。

午
前
中
は
、
み
ん
な
で
映
画
村
へ

行
き
、
自
由
に
見
学
を
し
ま
し
た
。

丁
度
、「
水
戸
黄
門
」
の
撮
影
を

し
て
い
て
、
出
演
者
の
方
々
を
生

で
見
る
こ
と
が
で
き
幸
運
で
し

た
。そ

れ
か
ら
後
は
、
班
に
分
か
れ

て
、
京
都
市
内
自
主
研
修
で
す
。

コ
ー
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
班
で
計

画
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
移
動
し
ま
す
。
目
的
地
へ

行
く
ま
で
の
バ
ス
停
探
し
が
想
像

以
上
に
大
変
で
し
た
。
と
に
か
く

歩
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
歩
く
こ

と
は
、
め
っ
た
に
な
い
と
い
う
く

ら
い
は
歩
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
た
ち
が
、
み
ん
な
で
相
談
し

な
が
ら
、
目
的
地
へ
行
こ
う
と
す

る
姿
を
見
て
、
安
心
し
て
一
緒
に

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
嵐
山
、

二
条
城
、
平
安
神
宮
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生
徒

が
、
楽

し
み
に

し
て
い

た
場
所

と
言
え

ば
、
三

日
目
の

大
阪
エ

キ
ス
ポ

ラ
ン
ド

で
し
ょ

う
。
い

ろ
い
ろ

な
、
乗

り
物
に

乗
っ
た

よ
う
で
、

満
足
そ

う
な
顔
で
し
た
。
見
る
か
ら
に
怖

そ
う
な
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に

も
乗
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
生

徒
た
ち
の
姿
を
横
目
に
、
教
師
三

名
は
、
情
け
な
い
の
で
す
が
、
何

も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
度
行
く
時
は
挑
戦
し
て
み

よ
う
か
な
？
…
。

と
に
か
く
、
四
泊
五
日
の
修
学

旅
行
で
、
私
は
、
生
徒
た
ち
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

全
員
元
気
で
研
修
で
き
充
実
し

た
、
よ
い
旅
行
で
し
た
。

中
級
指
導
員
の
宇
都
宮
東
吾
氏
を

迎
え
、
コ
ウ
モ
リ
と
ガ
、
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
、
サ
ウ
ン
ド
マ
ッ
プ
、

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
の
不
思
議
を
体
験

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ

た
。」
の
意
見
が
出
、
盛
会
に
終

わ
り
ま
し
た
。

河中３年生の修学旅行風景

自然の不思議を学ぶ

公
民
館
で
は
、
来
た
る
べ
き
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
、
河
辺
村
に

在
住
す
る
青
・
壮
年
の
地
域
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
を
強
化
す
る
た

め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
塾
を
開

設
し
ま
す
。
参
加
者
は
固
定
と
し
、

講
義
内
容
は
レ
ベ
ル
の
高
い
も

の
、
実
践
性
に
富
ん
だ
テ
ー
マ
を

設
定
し
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
住
民
が
輝
き
、

主
役
に
な
れ
る
個
性
豊
か
な
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
方
、
河
辺

村
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
模
索
し
た
い
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
。

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

✰
✰

楽
し
い
旅
で
思
い
出
づ
く
り

森の鼓動が聞こえたZ可
能
性
は
無
限
大

平 成 ９ 年 度

わくわく－∞－セミナー計画
無限大

２

３

４

５

７　月

９　月

11 月

２　月

「地域のＣＩとＰＲ作戦」

「愛媛づくりと愛媛の中の
河辺村」

「話題性・地域色」

「愛媛の経済と産業」

回 開催日 講　演　内　容



い
の
ち
を
救
え

る
の
は
あ
な
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
骨
髄
液
の
提

供
（
骨
髄
移
植
）」

と
い
う
あ
な
た
の

善
意
が
、
白
血
病

や
重
症
再
生
不
良

性
貧
血
等
の
血
液

難
病
患
者
さ
ん
の

命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功

さ
せ
る
為
に
は
患

者
さ
ん
と
骨
髄
提

供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
白
血
球
の
型

（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
を
一
致
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
致
す
る

確
率
は
兄
弟
姉
妹
間
で
四
人
に
一

人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百
人
か
ら

数
万
人
に
一
人
と
、
ま
れ
な
た
め
、

ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移

植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
全
国
で
、
当
面
十
万

人
を
目
標
に
、
広
く
一
般
の
方
々

に
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
骨
髄
提
供
希

望
者
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。愛

媛
県
で
は
、「
骨
髄
バ
ン
ク

登
録
窓
口
」
を
西
条
中
央
保
健

所
・
宇
和
島
中
央
保
健
所
愛
媛
県

骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

第 119 号 か　　わ　　べ 平成９年５月25日（6）

『
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
』
を
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。今

回
送
付
さ
れ
た
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
番

号
は
、
あ
な
た
の
生
涯
を
通
じ
て

使
う
大
切
な
も
の
で
す
。

例
え
ば

一
、
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た

と
き

一
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
自
営
業

に
変
わ
っ
た
と
き

一
、
結
婚
し
て
専
業
主
婦
に
な
っ

た
と
き

一
、
共
済
組
合
か
ら
厚
生
年
金
に

な
っ
た
と
き

な
ど
、

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
て
手
続
き
を
す
る
場
合
、
共

済
組
合
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

の
各
年
金
制
度
す
べ
て
に
共
通
す

る
番
号
と
な
り
ま
す
。

将
来
の
安
定
し
た
生
活
を
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、『
年

金
手
帳
』
と
一
緒
に
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

し
た
。

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

又
、
支
給
の
対
象
は
三
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

す
。
第
一
子
、
第
二
子
、
は
月
額

五
千
円
、
第
三
子
以
降
は
月
額
一

万
円
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

活
が
同
一
で
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
生
活
の
安
定
と
自
立
を

促
進
す
る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
で
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
精
神
又

は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
に

つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
手
当
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
役
場

福
祉
課
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
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工
品
も
盛
ん
な
よ
う
で
す
。
又

最
近
は
観
光
事
業
も
積
極
的
で

村
の
活
性
化
と
共
に
我
々
都
会

に
出
て
い
る
者
に
対
し
て
田
舎

に
帰
る
の
が
一
段
と
楽
し
み
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
田
舎

育
ち
の
た
め
か
食
べ
る
物
は
昔

子
供
の
頃
に
食
べ
た
野
菜
・
く

だ
も
の
が
大
好
き
で
す
。
春
に

な
る
と
毎
年
ウ

ド
・
ワ
ラ
ビ
・

タ
ケ
ノ
コ
と
言

っ
た
山
菜
を
宅

急
便
で
送
っ
て

も
ら
い
、
そ
の

た
び
に
古
里
を

忍
ん
で
い
る
者

で
す
。
愛
媛
県

は
教
育
の
県
、

文
学
の
県
と
し

て
昔
よ
り
有
名

で
す
。
河
辺
で

も
短
歌
俳
句
が

さ
か
ん
で
私
も

子
供
の
頃
よ
り

耳
に
し
た
も
の

で
す
。
私
も
趣

味
で
ひ
ま
を
見

つ
け
な
が
ら
俳

句
、
川
柳
な
ど
を
少
し
ず
つ
作

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
ど
う
か

河
辺
の
皆
さ
ん
私
達
が
生
ま
れ

育
っ
た
古
里
河
辺
を
い
つ
ま
で

も
守
り
続
け
次
の
世
代
へ
と
豊

か
な
村
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願

い
つ
つ
遠
く
古
里
を
思
っ
て
や

み
ま
せ
ん
…
。

新
緑
の
候
、
河
辺
の
皆
様
方

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
私

も
河
辺
村
に
生
ま
れ
育
っ
て
半

世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。
早
い
も

の
で
大
阪
に
出
て
来
て
三
十
五

年
に
な
り
ま
す
。「
ふ
る
さ
と

は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の

…
」
の
ご
と
く
昔
の
事
が
昨
日

の
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
私
も
機

会
あ
る
事
に

帰
省
し
て
い

ま
す
。
変
わ

っ
て
行
く
の

は
親
・
兄
弟
・

知
人
の
老
い

て
ゆ
く
顔
と

道
路
関
係
く

ら
い
で
す
山

も
川
も
緑
も

昔
の
ま
ま
で

残
っ
て
い
ま

す
。
都
会
で

は
近
代
化
が

進
ん
で
い
っ

て
自
然
と
情

緒
が
や
や
も

す
る
と
消
え

つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
間
は
自
然
に
生
ま
れ
育

っ
て
最
後
は
又
自
然
に
帰
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
河
辺
村
も
過

疎
化
が
進
み
、
現
在
は
村
民
も

高
齢
化
し
て
い
る
そ
う
で
す

ね
。
し
か
し
な
が
ら
何
よ
り
も

自
慢
出
来
る
の
は
自
然
と
環
境

を
生
か
し
た
農
産
物
や
そ
の
加

ふるさとに望む

大阪府高槻市

大西　祥一

（三久保出身）

児
童
手
当
等

に
つ
い
て

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

あなたを待ってる人がいます。
骨髄バンクに登録を！
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今
ま
で
は
、
い
ろ
ん
な
病
気

に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り

や
す
く
、
書
い
て
き
ま
し
た
が
、

（
自
分
で
は
そ
う
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
実
際
は
そ
う
で
も

な
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
何

か
あ
れ
ば
、
進
言
し
て
頂
け
る

と
有
難
い
の
で
す
が
）
今
回
は

ち
ょ
っ
と
趣
向
を
変
え
て
み
ま

し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
病

気
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
よ
り

今
一
番
み
な
さ
ん
が
関
心
を
持

た
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
ち
ょ
っ
と
寂
し

い
気
が
し
ま
す
。）

つ
い
先
日
、
改
正
案
が
衆
議

院
を
通
過
し
ま
し
た
が
、（
こ

れ
が
発
行
さ
れ
た
頃
に
は
参
議

院
も
通
過
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
が
）
こ
れ
が
予
定
道
り
に
九

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
と
す

る
と
、
老
人
医
療
費
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
来
診
察
に
関
し
て
の
み
に
限

定
し
ま
す
と
、
現
行
は
月
々
に

千
二
十
円
の
支
払
い
で
済
ん
で

い
た
も
の
が
、
原
案
で
は
一
回

受
診
ご
と
に
五
百
円
で
五
回
目
か

ら
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

薬
剤
料
と
し
て
、
一
日
一
種
類
に

つ
き
十
五
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
結
構
わ
か
り
に
く
い
の
で

す
が
、
案
外
ば
か
に
な
ら
な
い
の

で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

慢
性
疾
患
で
、
毎
日
、
薬
を
服
用

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
薬
剤

料
は
二
週
間
分
の
処
方
を
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
一
種
類
ご
と
に
二
百

十
円
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
簡
単
な
例
を
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

当
診
療
所
に
受
診
さ
れ
て
い
る

方
は
平
均
五
種
類
の
薬
を
服
用
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
で

月
二
回
、
十
四
日
分
の
処
方
を
さ

れ
て
い
る
と
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

一
部
負
担
金

五
百
円
×
２
＝
千
円

薬
剤
費

十
五
円
×
14
×
２
×
５

＝
二
千
百
円

合
計
　
　
三
千
百
円

と
な
り
、
現
行
の
約
三
倍
の
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
実
に

は
そ
れ
以
上
の
薬
を
服
用
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ま
す
か
ら
そ
の
方

に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に

負
担
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
す
。

今
の
例
で
は
内
服
薬
に
限
っ

て
、
説
明
し
ま
し
た
が
、
外
用

薬（
湿
布
、
軟
膏
、
座
薬
、
な
ど
）

に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
い
ろ
い
ろ
と

問
題
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
か
な
り
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
患
者
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
だ
け
で
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と

自
体
に
無
理
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
で
個
人
的
な
意
見
を
こ

こ
で
述
べ
る
つ
も
り
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
方
と
し
て
は

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

服
用
し
て
ほ
し
い
薬
さ
え
、
服

用
し
な
く
な
る
患
者
さ
ん
が
増

え
る
こ
と
が
最
も
心
配
さ
れ
る

の
で
す
。
診
療
所
に
か
か
ら
れ

る
患
者
さ
ん
に
負
担
が
あ
ま
り

か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
現
在
、

対
応
し
て
お
り
ま
す
し
、
も
し
、

ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く

診
療
所
に
お
い
で
下
さ
い
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、「
も

う
医
療
費
は
上
が
る
ん
じ
ゃ
ろ

が
い
。」「
い
つ
上
が
る
の
。
ま

だ
え
え
の
。」
と
か
窓
口
で
い

わ
れ
る
患
者
さ
ん
が
増
え
ま
し

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
企
画
に

し
て
み
ま
し
た
。

診

療

所

だ

よ

り

《
老
人
医
療
費
に
つ
い
て
》

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧
✧

✧

目　的 子どもの生活リズムにゆとりを与え、より豊かな生活体
験、活動体験を提供するため、また家族のふれあいを大切
にするためペットボトルロケット大会を開催する。

日　時 ７月27日a ９時～15時
場　所 河辺中学校体育館・グランド
競　技 13時～15時（雨天決行）
表　彰 上位５位までに記念品を授与
参加費 2,000円　（昼食含）
持参品 ペットボトル５本（必ず炭酸飲料用・丸形のもの）ホチ

キス、カッター、ハサミ（その他は主催者が用意）
申込み ７月15日までに下記にお申込みください。

主催　河辺村公民館
139－2111

肱
川
漁
業
協
同
組
合

に
よ
り
村
内
の
ふ
る
さ

と
の
宿
付
近
５
０
０
ｍ

が
、
平
成
９
年
１
月
よ

り
釣
り
専
用
区
に
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
投
網
・

な
げ
あ
み
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
釣
竿

以
外
で
の
採
捕
は
絶
対

し
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

又
、
釣
り
専
用
区
で

あ
っ
て
も
釣
り
を
す
る
場
合
に

は
、
他
の
河
川
と
同
様
に
、
肱
川

漁
業
協
同
組
合
の
漁
業
鑑
札
（
但

し
、中
学
生
ま
で
は
不
要
）を
必
要

と
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
マ
ス
（
ア
メ
ノ
ウ
オ
を
含

む
）
は
10
月
１
日
か
ら
１
月
31
日

ま
で
、
ア
ユ
は
１
月
１
日
か
ら
６

月
１
日
午
前
５
時
迄
ま
で
は
採
捕

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

釣り専用区について

《河辺川釣り専用区》

１．区　域 河辺村大字三嶋「ふるさとの宿」
付近500ｍ

２．期　日 平成９年１月より

※なお、マス（アメノウオを含む）は10月１日～
１月31日の間採捕禁止。釣竿以外（なげあみ等）
での採捕禁止。

松井宅 

岡林宅 

（釣り専用区域） 
ふれあい橋→ ふ

る
さ
と
公
園 

砂防ダム砂防ダム 砂防ダム 

河
辺
川 

ふるさとの宿→ 

↑ 
才谷屋 

↑
 ←脱藩の日記 

　記念館 

橋 橋 

生活館 

受 付  
 

作 成  

昼 食  
 
競 技  
表 彰  
閉 会  

日程 ９ 

12

13

15
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防
災
だ
よ
り
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✥
✥

✥
✥

✥
✥

✥
✥
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✥
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✥
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✥
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✥
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✥
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✥
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✥
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✥
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✥

✥
✥

✥
✥
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✥

✥
✥

✥
✥
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✥

✥
✥

✥

わ
が
病
め
ば
嫁
の
作
り
し
芋
が
ゆ
の

と
ろ
り
と
甘
く
胸
に
し
む
る
も
　
　
　
　
関
井
恵
美
子

障
害
の
身
と
な
り
暮
ら
す
ウ
ェ
ル
ケ
ア
の

兄
を
案
ず
る
春
雨
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
山
本
カ
シ
子

春
も
や
に
包
ま
れ
な
が
ら
木
々
芽
ぶ
き

衣
更
え
す
る
夏
は
来
つ
つ
　
　
　
　
　
　
国
井
ミ
ネ
ヲ

廃
屋
と
な
り
て
久
し
き
荒
庭
に

あ
で
や
か
に
咲
く
八
重
桜
花
　
　
　
　
　
増
本
喜
久
男

米
壽
す
ぎ
器
用
な
手
つ
き
で
薪
を
割
る

老
い
の
仕
事
と
夫
は
言
う
な
り
　
　
　
　
本
田
ミ
ネ
ヨ

満
開
の
桜
に
映
え
て
よ
そ
行
き
の

顔
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
く
見
ゆ
　
　
　
　
　
上
林
ヨ
シ
子

国
際
人
権
規
約
の
う
ち
の
「
自

由
権
規
約
」
第
二
十
六
条

第
一
に
、
差
別
は
犯
罪
に
も
等

し
い
行
為
で
あ
り
、
法
律
で
も
っ

て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
防

止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。第

二
に
、
差
別
さ
れ
て
い
る
人

び
と
が
劣
悪
な
実
態
に
お
か
れ
て

い
る
場
合
、
当
事
国
は
積
極
的
な

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

第
三
に
、
差
別
意
識
を
撤
廃
す

る
た
め
に
は
、
教
育
・
文
化
・
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
正
し
い
認

識
を
広
め
、
共
に
生
き
る
と
い
う

考
え
方
を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。

以
上
の
三
点
で
す
。

翻
っ
て
わ
が
国
の
人
種
差
別
撤

廃
条
約
に
対
す
る
対
応
を
み
て
み

ま
す
と
、
国
連
で
採
択
（
一
九
六

五
年
）
さ
れ
て
お
り
三
十
年
後
の
、

一
九
九
五
年
に
批
淮
い
た
し
ま
し

た
。国

際
社
会
と
共
に
歩
む
日
本
と

な
る
た
め
に
は
、
部
落
問
題
を
早

急
に
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

も
、
こ
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の

内
容
を
踏
ま
え
た
法
律
を
整
備
す

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
面
か
ら
も
基
本
法
の
制
度
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
部
落
開
放
基
本
法
制
定

要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員
会

が
、
一
九
八
五
年
に
ま
と
め
た
基

本
法
の
内
容
は
、
目
的
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
国
民
の

責
務
、
施
策
の
目
標
、
部
落
問
題

に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
等
、

人
権
擁
護
活
動
の
推
進
、
部
落
差

別
の
規
制
等
、
部
落
差
別
の
被
害

者
に
対
す
る
救
済
制
度
等
十
四
条

か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）
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同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

自
　
９
・
３
・
11

至
　
９
・
５
・
10

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

徃
見
　
康
太
（
下
大
成
）

☆
末
な
が
く
お
幸
せ
に

古
野
　
　
誉
（
植
　
松
）

矢
野
さ
や
か
（
大
洲
市
）

久
保
　
雅
樹
（
露
　
内
）

濱
本
　
洋
子
（
瀬
戸
町
）

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

安
田
ト
ラ
ヨ
（
日
の
平
）

77
歳

冨
永
ト
メ
ノ
（
上
大
成
）

85
歳

父
康
　
範

母
満
　
恵

｛

本
年
も
、
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

防
災
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す

か
。こ

の
時
期
、
梅
雨
前
線
の
活
動

に
よ
る
大
雨
や
集
中
豪
雨
で
洪

水
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
、
ガ
ケ

崩
れ
な
ど
毎
年
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

危
険
ヶ
所
の
点
検
、
水
路
、
排

水
溝
の
掃
除
な
ど
日
頃
か
ら
気
を

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

又
、
梅
雨
の
終
り
頃
に
よ
く
起

る
集
中
豪
雨
は
、
狭
い
地
域
に
突

発
的
に
降
る
た
め
予
測
が
比
較
的

困
難
で
す
。
日
頃
か
ら
天
気
予
報

や
気
象
情
報
に
関
心
を
持
ち
、
自

分
の
住
む
地
域
の
地
理
的
特
徴
や

被
害
状
況
な
ど
を
考
え
て
、
も
し

災
害
が
発
生
し
た
場
合
も
あ
わ
て

な
い
よ
う
避
難
場
所
、
避
難
経
路
、

方
法
な
ど
隣
近
所
で
話
し
合
っ
て

確
認
し
、
い
ざ
と
言
う
時
、
地
域

ぐ
る
み
で
協
力
し
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
一
時
間
未
満
の
雨
量
予
想
が
、

20
ミ
リ
か
ら
30
ミ
リ
の
時
大
雨
注

意
報
・
30
ミ
リ
か
ら
50
ミ
リ
の
時

大
雨
警
報
と
発
表
に
な
っ
て
い
ま

す
。」

｛

平成９年度自衛官募集案内（２等陸士、２等海士及び２等空士を除く）

（注） １．募集人員等は、実行段階において一部変更することがある。
２．募集人員欄中の（ ）内は、女子の募集人員であり、内数である。
※詳しくは、自衛隊大洲募集事務所（０８９３－２４－４１２３）までお問い合わせ下さい。

募集人数（人）
５
４

４
71（ ８）
58（ ５）
43（ ４）
18
12
５
４
10
20

10

400（ 36）
390（ 25）
400（ 20）
70（若干名）

68（若干名）

105

250
60
50

1,650（ 100）
480（ 20）
460（ 20）
385（ 25）

75（ 10）
65

受付期間
前期４～５月
後期10～11月

６～７月

４～５月

６月

６～７月

10～11月

８～９月

８～９月

９～10月

11～１月

８～９月

９～10月

９月
９～10月

試験時期
前期　６月
後期　11月

７月

１次　６月

２次　７月

７月

７月

11月

１次　９月

２次　10月

１次　９月
２次　10月
３次（空）
11～12月

１次　10月
２次　11月

１次　１月

２次　１月
１次　９月

２次　10月

１次　11月
２次　12月
９月

１次　11月
２次　12月

合格発表
前期９月
後期２月

９月

１次　７月

２次　９月

10月

９月
10月

２月

１次　10月

２次　11月
１次　10月
２次　11月
最終　１月

１次　11月
２次　１月

１次　１月

２次　２月
１次　10月

２次　11月
１次　12月
２次　２月

11月
１次　11月
２次　２月

採用時期
前期10月
後期４月
（平成10年）

10月

３～４月
（平成10年）

３～４月
（平成10年）

10月
４月

（平成10年）

４月
（平成10年）

３～４月
（平成10年）

３～４月
（平成10年）

３～４月
（平成10年）

３月

３～４月
（平成10年）

４月
（平成10年）

４月
（平成10年）

医科・歯科

技　　　術

一　　　般

技　　　術

医科・歯科

・薬剤

幹
　
　
部

幹

部

候

補

生

陸
　
海

海

陸
海
空

海

陸
海
空

曹

海

陸

技
　
術

免　　許

大学等卒

看　護
（女子）

陸
海
空一般曹候補学生

陸
　
海

航　空　学　生

陸
看　　　護
（女　子）

陸
海
空

自衛隊生徒

（男　子）

陸
海
空

曹　候　補　士

防衛大学校

学　生

防衛医科大学校学生

一　般

推　薦

区　　　分
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